
横浜YMCA No.548  2023

横浜中央YMCA／横浜北YMCA／藤沢YMCA／横須賀YMCA／川崎YMCA／厚木YMCA／鎌倉YMCA／YMCA山手台センター／湘南とつかYMCA／金沢八景YMCA／YMCA東とつかセンター／大和YMCAライフサポートセンター／横浜YMCAワークサポート
センター アンジュ／横浜YMCAワークサポートセンター レザン／YMCAあつぎ保育園ホサナ／YMCA山手台保育園アルク／YMCAとつか保育園／YMCAマナ保育園／YMCAとつか乳児保育園／YMCAつるみ保育園／YMCAかわさき保育園／YMCAいずみ
保育園／YMCA東とつか保育園／YMCA東かながわ保育園／YMCAたかつ保育園／金沢八景YMCA保育園／YMCAオベリン保育園／大和YMCA保育園／富士山YMCAグローバル・エコ・ヴィレッジ／三浦YMCAグローバル・エコ・ヴィレッジ／鶴見中央
YMCA／YMCAライフサポートセンター鶴見

2023年12月 1 日発行
（毎月 1 日・ 1 回発行）

1988年 1 月27日第 3 種郵便物認可
定価50円
発行／
公益財団法人横浜ＹＭＣＡ
広報センター
〒231-8458
横浜市中区常盤町 1 - 7
Tel  045-662-3721

横浜青年

初
め
て
の
イ
ス
ラ
エ
ル

旅
行
で
、
ベ
ツ
レ
ヘ
ム

の
イ
エ
ス
誕
生
の
い
わ

ゆ
る
聖
誕
教
会
を
訪
ね

る
と
世
界
各
地
の
教
派

を
異
に
す
る
信
徒
が
集

い
、
喜
々
と
し
た
異
な

る
言
葉
が
入
り
交
じ
っ

て
い
た
。
少
し
離
れ
て
パ
レ
ス
チ
ナ

人
の
店
が
並
び
、
宗
教
、
民
族
の
入

り
混
じ
っ
た
共
に
生
き
る
世
界
が

あ
っ
た
▼
イ
エ
ス
誕
生
の
ル
カ
に
よ

る
福
音
書
２
章「
恐
れ
る
な
、
全
て

の
民
に
与
え
ら
れ
る
大
き
な
喜
び
」

「
い
と
高
き
と
こ
ろ
で
は
神
に
栄
光
、

地
の
上
で
は
み
心
に
か
な
う
人
々
に

平
和
が
あ
る
よ
う
に
」と
天
使
が
伝

え
た
神
の
願
い
を
深
く
思
っ
た
。
新

約
聖
書
で
は
神
の
使
い「
天
使
」が
あ

ま
り
出
現
し
な
い
。
た
だ
し
神
が
人

間
の
救
い
を
思
う
大
事
な
時
に
、
つ

ま
り
ク
リ
ス
マ
ス
は
普
段
の
小
文
字

で
は
な
く
太
字
で
書
く
よ
う
な
時
だ

と
含
蓄
あ
る
言
葉
が
あ
る
▼
旧
約
聖

書
の
申
命
記
に
は
自
分
た
ち
イ
ス
ラ

エ
ル
の
祭
り
で「
あ
な
た
の
町
に
い

る
寄
留
者
、
孤
児
、
寡
婦
た
ち
と
共

に
喜
べ
」（
16
章
14
節
）と
勧
め
て
い

る
。
そ
の
理
由
を「
自
分
た
ち
も
エ

ジ
プ
ト
で
奴
隷
だ
っ
た
」と
、
つ
ら

く
生
き
る
周
縁
に
あ
る
人
び
と
へ
の

思
い
や
り
を
促
す
。
さ
ら
に
申
命
記

は
、
こ
の
人
た
ち
の
生
き
る
権
利
を

ゆ
が
め
る
も
の
は「
呪
わ
れ
よ
」（
29

章
19
節
）と
ま
で
言
い
切
る
。
こ
の

イ
ス
ラ
エ
ル
の
始
祖
モ
ー
セ
が
、
自

分
の
民
の
生
き
方
と
し
て「
共
に
」を

喜
ぶ
謙
虚
な
言
葉
に
私
は
長
い
間
感

激
し
て
き
た
▼
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
の
存

在
に
苦
し
ん
だ
近
現
代
の
ユ
ダ
ヤ
の

人
び
と
を
忘
れ
な
い
▼
イ
ス
ラ
エ
ル

が
今
は
ガ
ザ
を
瓦
礫
の
街
に
変
え
、

死
者
は
こ
の
１
カ
月
で
１
万
１
千

人
、
う
ち
４
千
５
０
０
人
が
子
ど

も
で
あ
る
。「
乳
母
車
に
も
ハ
マ
ス

が
居
た
と
い
え
ば
済
む
」（
あ
る
新

聞
の
川
柳
）で
は
な
く
、
イ
エ
ス
の

平
和
や
モ
ー
セ
の
優
し
さ
に
倣
い

た
い
。

（
準
）

　

世
界
で
は
じ
め
の
ク
リ
ス
マ
ス
は「
夜
」起
き
ま
し
た
。
こ
の
世
界
に
も「
夜
」

が
あ
り
、
わ
た
し
た
ち
の
内
面
に
も「
夜
」が
あ
り
ま
す
。
宵
闇
迫
る「
夜
」に
一

条
の「
光
」が
差
し
込
ん
だ
、
こ
れ
が
ク
リ
ス
マ
ス
の
出
来
事
で
す
。

　

ル
カ
１
章
後
半
で
ヨ
ハ
ネ
の
父
ザ
カ
リ
ア
は
、「
神
の
憐
れ
み
に
よ
っ
て
、

高
い
所
か
ら
曙
の
光
が
我
ら
を
訪
れ
、
暗
闇
と
死
の
陰
に
座
し
て
い
る
者
た
ち

を
照
ら
し
、
我
ら
の
歩
み
を
平
和
の
道
に
導
く（
78
～
79
節
）」と
預
言
し
て
い

ま
す
。
こ
こ
で「
暗
闇
と
死
の
陰
に
座
し
て
い
る
者
」と
は
、
最
初
に
ク
リ
ス
マ

ス
の
告
知
を
受
け
た
人
び
と
と
見
る
向
き
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
世
界
に
も「
暗

闇
と
死
の
陰
」が
そ
こ
か
し
こ
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
ロ
シ
ア
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
ハ
マ
ス
の
内
戦
、
ま
た
飢
饉
や
食
糧
不
足
に

悩
む
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
の
人
び
と
、
民
族
同
士
の
紛
争
で
難
民
生
活
を
強
い

ら
れ
て
い
る
人
び
と
、
自
然
災
害
、
集
中
豪
雨
等
で
生
活
が
脅
か
さ
れ
て
い
る

人
び
と
、
そ
う
し
た
状
況
の
只
中
に
あ
る
人
び
と
は「
暗
闇
と
死
の
陰
」の
許
に

あ
る
人
び
と
だ
と
言
え
ま
し
ょ
う
。
し
か
し
、
よ
り
深
刻
な
の
は
、
こ
の
地
上

に
住
む
人
間
の
内
面
や
心
の
奥
底
に
も「
暗
闇
」と「
死
の
陰
」が
潜
む
現
実
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
こ
そ
、
人
間
の
内
面
に
潜
む
罪
の

実
相
で
あ
り
、
罪
こ
そ
内
な
る
人
間
性
を
歪
め
、
心
を
傷
つ
け
苛
む
も
の
で
す
。

「
暗
闇
と
死
の
陰
」と
は
、「
光
の
差
し
込
ま
な
い
所
」、
す
な
わ
ち
神
か
ら
離
れ
、

神
に
背
を
向
け
て
し
ま
っ
て
い
る
状
態
を
指
し
て
い
ま
す
。
こ
の
状
態
に
あ
る

人
間
は
、
他
者
が
見
え
ず
、
互
い
の
関
係
も
分
断
さ
れ
、
そ
の
現
実
に
気
付
く

こ
と
も
な
く
、
そ
こ
で
は
神
の
言
葉
は
働
か
ず
、
暗
闇
が
辺
り
一
面
を
覆
っ
て

い
る
だ
け
な
の
で
す
。

　

そ
の
夜
、
最
初
に
ク
リ
ス
マ
ス
の
知
ら
せ
を
聞
い
た
人
び
と
は
羊
飼
い
で
し
た
。

彼
ら
は
市
井
の
人
び
と
か
ら「
律
法
を
正
し
く
守
れ
な
い
輩
」ゆ
え「
地
の
民
」と

し
て
蔑
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
ど
う
し
て
、
羊
飼
い
に
ク
リ
ス
マ
ス
の
知
ら
せ
が
真
っ

先
に
届
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
、
彼
ら
こ
そ
誰
よ
り
も
心
に
飢
え
渇
き

を
覚
え
、
救
い
を
渇
望
し
て
お
り
、
自
分
の
弱
さ
、
惨
め
さ
を
身
に
染
み
て
感
じ
、

心
の
奥
底
に
潜
む「
暗
闇
」を
知
っ
て
い
た
か
ら
だ
と
言
え
ま
し
ょ
う
。
主
イ
エ
ス

は「
山
上
の
説
教
」で「
心
貧
し
き
者
は
幸
い
な
り（
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
５
章
）」

と
言
っ
て
い
ま
す
が
、「
心
貧
し
き
者
」と
は
、
神
に
寄
り
頼
む
以
外
に
な
す
術

を
知
ら
な
い
程
に
自
分
に
絶
望
し
て
い
る
人
の
こ
と
を
言
い
ま
す
が
、
そ
の
意

味
で
、
羊
飼
い
は「
心
貧
し
き
者
」の
典
型
で
あ
っ
た
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

　

羊
飼
い
は
天
使
の「
あ
な
た
が
た
は
布
に
く
る
ま
っ
て
飼
い
葉
桶
の
中
に
寝

か
し
て
あ
る
乳
飲
み
子
を
見
つ
け
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
が
あ
な
た
が
た
へ
の

し
る
し
で
あ
る（
２
章
12
節
）」と
の
言
葉
を
聞
く
の
で
す
。「
飼
い
葉
桶
」は
主

イ
エ
ス
の
生
涯
と
十
字
架
を
暗
示
す
る「
し
る
し
」で
あ
り「
暗
闇
」の
極
致
を
意

味
し
ま
す
。
主
イ
エ
ス
の
誕
生
を
通
し
て「
暗
闇
」に
差
し
込
ま
れ
た「
光
」こ
そ

が「
わ
た
し
」を
含
む
わ
た
し
た
ち
人
間
の
心
の
奥
底
に
潜
む「
暗
闇
と
死
の
陰
」

を
も
照
ら
し
出
す「
ま
こ
と
の
光
」で
あ
り
、
そ
れ
を
喜
び
感
謝
す
る
ク
リ
ス
マ

ス
を
共
に
迎
え
た
い
も
の
で
す
。

クリスマスメッセージ

暗闇の中に
差し込む光

学校法人関東学院
学院長   松田　和憲

︻
ル
カ
に
よ
る
福
音
書
１
章
76
～
79
節
︼

幼
子
よ
︑
お
前
は
い
と
高
き
方
の
預
言
者
と
呼
ば
れ
る
︒
主
に
先
立
っ
て

行
き
︑
そ
の
道
を
整
え
︑
主
の
民
に
罪
の
赦
し
に
よ
る
救
い
を
知
ら
せ
る

か
ら
で
あ
る
︒
こ
れ
は
我
ら
の
神
の
憐
み
の
心
に
よ
る
︒
こ
の
憐
み
に
よ
っ

て
︑
高
い
所
か
ら
あ
け
ぼ
の
の
光
が
我
ら
を
訪
れ
︑
暗
闇
と
死
の
陰
に
座

し
て
い
る
者
た
ち
を
照
ら
し
︑
我
ら
の
歩
み
を
平
和
の
道
に
導
く
︒

︻
２
章
12
節
︼

あ
な
た
が
た
は
︑
布
に
く
る
ま
っ
て
飼
い
葉
桶
の
中
に
寝
て
い
る
乳
飲

み
子
を
見
つ
け
る
で
あ
ろ
う
︒
こ
れ
が
あ
な
た
が
た
へ
の
し
る
し
で
あ
る
︒

▲ YMCA 保育園の子どもたちもクリスマスを共に祝う（2022年12月）
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「
第
26
回
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

ラ
ン
」（
主
催 

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
、後
援

神
奈
川
県
、
横
浜
市
に
ぎ
わ
い
ス

ポ
ー
ツ
文
化
局
ほ
か
）は
、
４
年

ぶ
り
に
再
開
し
た
リ
ア
ル
大
会
と

累
計
歩
数
に
て
行
う
オ
ン
ラ
イ
ン

大
会
が
行
わ
れ
、
障
が
い
児
・
者

の
ラ
ン
ナ
ー
を
含
む
77
チ
ー
ム
、

４
０
４
人（
個
人
部
門
19
人
含
む
）

が
参
加
し
、
４
０
４
万
円（
参
加

費
に
よ
る
）の
支
援
金
と
な
っ
た
。

　

開
会
式
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
10

月
13
日
に
行
わ
れ
、
黒
川
勝
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
ラ
ン
実
行
委
員
会
委
員

長（
ワ
イ
ズ
メ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際

協
会
東
日
本
区
・
湘
南
沖
縄
部
部

長
）が「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ラ
ン
を
通

し
て
多
様
性
を
認
め
合
う
こ
と
の

大
切
さ
を
理
解
す
る
機
会
と
し
て

い
き
た
い
」と
あ
い
さ
つ
し
た
。

ま
た
、
佐
竹
博
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
総

主
事
は「
１
回
目
か
ら
四
半
世
紀

を
超
え
た
開
催
と
な
り
、
多
く
の

人
の
想
い
と
奉
仕
が
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
」と
述
べ
た
。
宣
誓
は
、

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
金
沢
八
景
保
育
園
の
子

ど
も
た
ち
、
応
援
は

金
沢
八
景
・
藤
沢
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
の
チ
ア
ダ
ン

ス
ク
ラ
ス
の
子
ど
も

た
ち
が
ダ
ン
ス
と
元

気
な
声
で
エ
ー
ル
を

贈
っ
た
。

　

大
会
は
、
10
月
14

日
に
み
な
と
み
ら
い

臨
港
パ
ー
ク
特
設

コ
ー
ス
に
て
リ
ア
ル

大
会
が
行
わ
れ
た
。

一
般（
８
０
０
Ｍ

コ
ー
ス
）14
チ
ー
ム
、

小
学
生（
５
０
０
Ｍ

コ
ー
ス
）19
チ
ー
ム
、

幼
児（
２
０
０
Ｍ

コ
ー
ス
）20
チ
ー
ム
、

ス
ペ
シ
ャ
ル
ラ
ン

（
２
０
０
Ｍ
コ
ー
ス
）

８
チ
ー
ム
の
計
61

チ
ー
ム
が
参
加
し

た
。

　

パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
の
車
い
す
ラ
グ

ビ
ー
、
ア
ン
プ
テ
ィ
サ
ッ
カ
ー
の

選
手
た
ち
が
ス
ペ
ル
シ
ャ
ル
ラ
ン

に
、
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
自
転
車
競

技
選
手
の
早
瀨
憲
太
郎
さ
ん
、
早

瀨
久
美
さ
ん
が
一
般
コ
ー
ス
に
参

加
し
、
共
に
ラ
ン
を
楽
し
ん
だ
。

音
の
代
わ
り
に
目
で
分
か
る
ス

タ
ー
ト
の
合
図
を
行
い
、
ゴ
ー
ル

前
で
は
、
手
話
に
よ
る
大
き
な
拍

手
が
あ
っ
た
。

　

各
コ
ー
ス
の
優
勝
は
、
一
般
・

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
ス
ポ
ー
ツ
専
門
学

校（
10
分
24
秒
72
）、
小
学
生
コ
ー

ス
・
横
浜
北
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
わ
い
・
わ

い
・
わ
い（
４
分
36
秒
97
）、
幼
児

コ
ー
ス
・
も
り
や
す
ジ
ャ
パ
ン（
東

と
つ
か
保
育
園
・
２
分
51
秒
85
）

と
な
っ
た
。
16
日
か
ら
30
日
に
行

わ
れ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
大
会
は
16

チ
ー
ム
と
19
人
の
個
人
参
加
が

あ
っ
た
。
優
勝
チ
ー
ム
は
、
ゴ
ー

ゴ
ー
舞
岡（
２
３
７
万
５
２
６
４

歩
）、
個
人
・
エ
ム
キ
チ
さ
ん（
40

万
３
５
６
８
歩
）と
な
っ
た
。

　

11
月
６
日
の
閉
会
式
は
オ
ン
ラ

イ
ン
で
行
わ
れ
、
工
藤
誠
一
横
浜

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
理
事
長
は
、
参
加
者
、

企
業
・
ワ
イ
ズ
メ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
な

ど
の
協
力
と
支
援
に
感
謝
の
言
葉

を
述
べ
た
。
ま
た
、
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
賛
助
会
を
代
表
し
て
近
藤
和
之

氏（
株
式
会
社
テ
レ
ビ
神
奈
川
）は

今
後
も
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ラ
ン
を
応

援
す
る
誓
い
を
述
べ
た
。

　

特
別
賞
と
し
て
全
国
の
大
会
の

ス
ポ
ン
サ
ー
で
あ
る
三
菱
商
事

DREAM
 AS ONE.

賞
、
ワ
イ
ズ
メ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
特
別
賞
な
ど
が
贈
ら

れ
た
。
な
お
、
ス
ポ
ン
サ
ー
寄
附

は
16
件
44
万
円
が
寄
せ
ら
れ
た
。

詳
細
は
Ｈ
Ｐ
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ポジティブネットをひろげよう
～今月のよくなる一歩～

クリスマスを祝おう !
温かい気持ち、贈ろう。

クリスマスを祝おう !
温かい気持ち、贈ろう。

　　（Respect 尊敬心）　　（Respect 尊敬心）

 いわ

 あたた  き も  おく

大会の各チー
ムの順位（タ
イ ム）・特 別
賞 な ど に つ
い て は HP を
ご覧ください。

Y M C A
N E T W O R K
N E W S

心温まるクリスマスに

第26回インターナショナル・チャリティーラン
障がいのある青少年を皆で応援しています

　障がいのある子どもたちを地域の企業や学校、団体をはじめ多くの人と協力して支援していこうと、
「第26回横浜 YMCA インターナショナル・チャリティーラン」（主催 横浜 YMCA、後援 神奈川県、 

横浜市にぎわいスポーツ文化局ほか）は、10月14日にみなとみらい臨港パーク特設コースにてリ
アル大会が行われました。16日から30日には、累計歩数にて行うオンライン大会が行われ、企業
やボランティアグループ、専門学校生・留学生、保育園や学童クラブ、各 YMCA の子どもたち、障
がい児・者のランナーを含む77チーム、子どもから高齢者までの404人（個人部門19人含む）が参
加し、笑顔あふれる大会となりました。

　前号で紹介した書籍「戦争と罪責」に登場する小川武
満牧師は、中国北京の中国人教会での平和のための日
中合同礼拝において「戦争の罪責を最も負っているの
は私自身である。私はそのことを告白せずに聖書の言
葉を語れない」と述べたといわれています。これを野
田氏は「これは、死ぬための戦争を生き延びた人の証
言である」と評しています。小川牧師は、2003年12月
14日、90歳で亡くなられましたが、私たちは、その
志を語り続けなければならないと強く思わされます。
　このようなことを思い巡らすと、「人は自分のした
罪の責任を認めがたい性

さ が

を持っている」ということを
自覚することにより初めて「和解」をすることが可能
となるのではないでしょうか。そして、この「和解」
の出来る関係が築かれることで「平和」の具現化につ
ながっていくと思います。
　この「平和」な社会の姿こそ、聖書イザヤ書 2 章 4
節に記されている「彼らは剣を打ち直して鋤とし 槍
を打ち直して鎌とする。国は国に向かって剣を上げず　
もはや戦うことを学ばない。」という社会だと思うの
です。この聖書の言葉は、国際連合ビルの前の広場
にある碑に刻まれているといいます。国際連合の願っ
ている世界こそ、この聖書の言葉の示す姿なのです。
しかし、残念ながら、国際連合の願いをよそに、世
界に紛争が絶えない悲しい現実があります。平和を
願う思いが、この現実の中に埋もれてしまいそうに
思われます。何とか、道はないものかと思う日々です。

（元横浜 YMCA 常議員・
元大和 YMCA 運営委員長 髙橋信夫）

体験を平和につなぐ vol.29
剣を鋤に　槍を鎌に

　クリスマスが近くなると子ども
たちの話題はプレゼント一色にな
ります。
　ある日、子どもたちに「サンタ
さん、大勢の家を回るからクッキー
と紅茶を用意しておくと少しだけ
食べて休憩していくらしいよ」と
伝えると、半信半疑ながらも「紅
茶より牛乳かな」「プレゼントと
同じ絵のクッキーがいいかな」と
話が盛り上がりました。
　クリスマス翌日には、「待って
いたのに寝ちゃったよ」「コップ
の位置が少し斜めになっていた」

「煙突ないのにどうやって家の中

に入ったのだろう？」と興奮冷め
やらぬ報告がありました。
　忙しい12月ですが、子どもの
つぶやきに少し耳を傾け「それで
どうなったの ?」と子どもの世界
に足を一歩踏み入れてみるのはい
かがでしょうか？興味津々の家族
を素敵な世界に連れて行ってくれ
ると思います。また気持ちを分か
ち合えた経験は、子どもの心の栄
養になり、何にも代え難いプレゼ
ントになると思います。心温まる
クリスマスを過ごせますように。

（YMCA かわさき保育園
　　　　主任　佐藤智保）
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Ａ
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４
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台
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台
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樂

合
唱
団
と
合
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練
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ス
ポ
ー
ツ
庁
に
よ
る
と
運
動
の
楽
し
さ

に
触
れ
、
運
動
に
親
し
む
こ
と
で
運
動
習

慣
を
身
に
付
け
、
体
力
向
上
を
図
る
こ
と

が
大
切
で
あ
る
と
伝
え
て
い
る
。
そ
の
よ

う
な
中
、
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
、
11
月
か

ら
12
月
28
日
ま
で
コ
コ
ロ
と
カ
ラ
ダ
を
健

や
か
に
育
も
う
と
体
力
向
上
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
「
な
わ
と
び
チ
ャ
レ
ン
ジ
」で
は
、
子
ど

も
た
ち
が
縄
跳
び
を
飛
ん
だ
回
数
を
記
録

し
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
カ
ー
ド
を
提
出
す
る
と

記
録
証
が
渡
さ
れ
る
。
縄
跳
び
は
心
肺
機

能
の
向
上
や
俊
敏
性
が
高
ま
る
と
い
わ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
横
浜
中
央
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で

は
、
体
操
ク
ラ
ス
で
の
体
力
向
上
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
実
施
や
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
に
通
っ
て
な
い

子
ど
も
た
ち
が
気
軽
に
参
加
で
き
る「
キ
ッ

ズ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
体
験
」「
親
子

体
操
」を
行
っ
た
。

　

各
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
水
泳
や
体
操
ク
ラ
ス
に

お
い
て
も
楽
し
く
体
を
動
か
す
こ
と
で
運

動
習
慣
へ
つ
な
げ
て
い
る
。

横浜
運
動
楽
し
く
、
習
慣
化

体
力
向
上
の
取
り
組
み
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▲🅰 小学生コーススタート　　　▲🅱 スペシャルランスタート　　　▲🅲 笑顔で走る子どもたち（幼児コース）
▲🅳 リニア2023チーム（幼児コース）　　　　　　　   ▲🅴 Team Amazon-Hayase の皆さん（一般コース）
▲🅵 一般コース優勝の横浜 YMCA スポーツ専門学校　   ▲🅶 パラスポーツアスリートの皆さん
▲🅷 近くの公園を歩くオンライン大会参加チーム　　  ▲🅸 ボランティアで運営を支えたワイズメンズクラブの皆さん

ご支援・ご協力ありがとうございました
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「
笑
顔
に
つ
な
が
る
小
さ
な
一

歩
」を
テ
ー
マ
に
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

国
際
・
地
域
協
力
募
金
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
一
環
と
し
て
11
月
３
日（
横

浜
北
・
湘
南
と
つ
か
・
と
つ
か
乳

児
保
育
園
・
鎌
倉
・
と
つ
か
保
育

園
・
た
か
つ
保
育
園
）、
５
日（
東

本
郷
地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ
・
東
本
郷

ス
」（
藤
沢
市
内
キ
リ
ス
ト
教
連

絡
会
主
催
・
事
務
局
藤
沢
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
）は
、
同
日
午
後
３
時
か
ら
カ

ト
リ
ッ
ク
藤
沢
教
会
を
会
場
に「
ク

リ
ス
マ
ス
の
鐘
に
平
和
の
願
い
を
」

の
テ
ー
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行
う
。

　

横
浜
市
戸
塚
区
内
の
キ
リ
ス
ト

教
会
・
団
体
に
よ
る「
と
つ
か
合

同
ク
リ
ス
マ
ス
会
」（
同
実
行
委

員
会
主
催
・
事
務
局
湘
南
と
つ
か

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
）は
、
同
日
、
午
後
４

時
30
分
か
ら
湘
南
と
つ
か
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
に
て
ク
リ
ス
マ
ス
メ
ッ
セ
ー
ジ
、

子
ど
も
た
ち
の
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
や

ゴ
ス
ペ
ル
亭
パ
ウ
ロ
氏
を
招
い
て

福
音
落
語
を
行
う
。

12
月
19
日（
火
）か
ら
25
日（
月
）

に
行
わ
れ
る「
泉
区
民
ク
リ
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マ

ス
」（
事
務
局
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
山
手
台

セ
ン
タ
ー
）は
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ

ｅ
に
よ
る
動
画
配
信
に
て
行
う
。

各
会
場
と
も
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
る
。
問
い
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わ
せ
は
事
務
局
担

当
の
各
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
へ
。
各
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場
で

行
わ
れ
る
献
金
の
一
部
は
、
横
浜

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
国
際
・
地
域
協
力
募
金

に
用
い
ら
れ
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の

保
育
園
や
専
門
学
校
、
ア
フ
タ
ー

ス
ク
ー
ル
な
ど
に
お
い
て
も
ク
リ

ス
マ
ス
を
共
に
祝
う
時
を
過
ご
す
。

差
別
や
偏
見
解
消
を

世
界
エ
イ
ズ
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ー

　

横
浜
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー（
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
運
営
受
託
）

は
、12
月
１
日
の
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー

に
合
わ
せ
、
11
月
25
日
に「
カ
ミ

ン
グ
ア
ウ
ト
ジ
ャ
ー
ニ
ー
」上
映

会
と
企
画
・
主
演
の
福
正
大
輔
さ

ん
の
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
た
。

12
月
20
日（
水
）ま
で
横
浜
Ａ
Ｉ
Ｄ

Ｓ
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
で
は
、
感

染
が
急
増
す
る
梅
毒
を
ア
ー
ト
で

理
解
す
る「
極
私
的
梅
毒
展
４
」の

ほ
か
、
日
本
で
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
・
エ
イ

ズ
の
現
状
や
予
防
方
法
、
パ
ネ
ル

展
示
・
資
料
の
提
供
、
匿
名
の
Ｈ

Ｉ
Ｖ
検
査
・
相
談
体
制（
無
料
）な

ど
の
周
知
を
行
っ
て
い
る
。
と
も

に
生
き
て
い
く
社
会
の
実
現
に
向

け
て
Ｈ
Ｉ
Ｖ
・
エ
イ
ズ
に
対
す
る

差
別
や
偏
見
の
解
消
、
人
権
へ
の

配
慮
を
伝
え
て
い
る
。

　

県
内
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
、
イ
エ

ス
・
キ
リ
ス
ト
の
降
誕
を
地
域
の

人
と
と
も
に
祝
お
う
と
毎
年
市
民

ク
リ
ス
マ
ス
を
各
地
域
の
キ
リ
ス

ト
教
会
な
ど
と
開
催
し
て
い
る
。

今
年
も
鎌
倉
・
藤
沢
、
横
浜
市
戸

塚
区
・
泉
区
に
お
い
て
実
施
す
る
。

　
「
第
43
回
か
ま
く
ら
市
民
ク
リ

ス
マ
ス
」（
同
実
行
委
員
会
主
催
・

事
務
局
鎌
倉
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
）は
、
12

月
９
日（
土
）午
後
１
時
30
分
か
ら

カ
ト
リ
ッ
ク
由
比
ヶ
浜
教
会
に
て

「
あ
な
た
方
の
た
め
に
救
い
主
が

お
生
ま
れ
に
な
っ
た
～
す
べ
て
の

人
に
喜
び
と
希
望
が
届
く
日
～
」

を
テ
ー
マ
に
行
わ
れ
る
。
少
年
合

唱
団
や
児
童
に
よ
る
ク
リ
ス
マ
ス

の
歌
、
弦
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
に
よ

る
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
も
行

わ
れ
る
。

　
「
第
51
回
藤
沢
市
民
ク
リ
ス
マ

鎌
倉
・
藤
沢
・
戸
塚
区
・
泉
区
の
会
場
で

ク
リ
ス
マ
ス
を
地
域
の
人
と
と
も
に
祝
う

祭
に
て
）、
11
日（
か
わ
さ
き
保
育

園
）、
23
日（
横
浜
中
央
・
藤
沢
・

厚
木
・
山
手
台
・
保
育
園
ア
ル
ク
）

に
て
バ
ザ
ー
や
フ
ェ
ス
タ
が
行
わ

れ
、
多
く
の
人
が
来
館
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、
３
日
に
行
わ
れ
た

北
Ｙ
ま
つ
り（
横
浜
北
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
）

は「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
＆
エ
シ
カ
ル
」を

テ
ー
マ
に
行
わ
れ
多
く
の
来

場
者
が
あ
っ
た
。
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
や
ゲ
ー
ム
コ
ー

ナ
ー
の
ほ
か
、
子
ど
も
た
ち

と
リ
ー
ダ
ー
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に

関
す
る
掲
示
や
謎
解
き
を
行

い
、
地
球
環
境
の
課
題
も
考

え
た
。「
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
・
い
～

と
つ
か
祭
」（
湘
南
と
つ
か

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
）は
、
戸
塚
東
口

商
店
会
と
の
共
催
で
４
年
ぶ

り
に
飲
食
と
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ

ン
ト
を
行
っ
た
。
プ
ー
ル
で

は
舞
岡
高
校
水
泳
部
の

「
ウ
ォ
ー
タ
ー
ボ
ー
イ
ズ
」の

演
技
が
あ
り
、
１
階
ホ
ー
ル

で
は
、
学
童
ク
ラ
ブ
や
シ
ン
ガ
ー

ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ーkaho*

さ
ん
な

ど
５
組
が
歌
や
ダ
ン
ス
を
披
露
し

た
。「
ふ
れ
あ
い
バ
ザ
ー
」（
鎌
倉

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
）は
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
を
中
心
に
行
い
、
午
後
に
は
鎌

倉
駅
前
に
て
街
頭
募
金
を
行
っ
た
。

　

各
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
保
育
園
で
は
、
卒

園
児
や
保
護
者
も
多
く
来
園
し

ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
や
子
ど
も
服
販

売
な
ど
が
行
わ
れ
た
。
ウ
ク
ラ
イ

ナ
の
ユ
ー
ス
に
よ
る
物
品
販
売
は
、

北
・
鎌
倉
な
ど
に
て
行
わ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
バ
ザ
ー
や
フ
ェ
ス
タ
の

運
営
は
、
運
営
委
員
や
ワ
イ
ズ
メ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
リ
ー
ダ
ー
、
子
ど

も
た
ち
、
保
護
者
な
ど
が
運
営
し

た
。
当
日
の
収
益
は
国
際
・
地
域

協
力
募
金
に
用
い
ら
れ
る
。

FLASH NEWS

　横浜とつかワイズメンズクラブの「創立
25周 年 記 念 年 譜」に は、今 か ら16年 前 の
2007年に「Y-Y�s 協議会が40回を迎える」と
あります。年 4 回の開催が、当時すでに10
年続いていました。翌2008年には「協議会
実施要綱」も施行され、形式面でも軌道に
乗った形となり、この12月で100回目を迎
えます。
　 7 ク ラ ブ が 輪 番 で 当 番 ク ラ ブ と な り、
YMCA からは、総主事をはじめ、クラブの
担当主事が出席し、ワイズメンズクラブ
からは、会長（司会担当）・副会長・書記・
会計が出席義務者となり、当面の審議事
項につき熱のこもった協議が行われ、運
営されています。

（横浜とつかワイズメンズクラブ会長
　　　　　　　　　　　　 吉原　訓）

Y-Y�s協議会 100回を迎えて
横浜とつかワイズメンズクラブ

ひとかき

総主事総主事
佐 竹 　 博佐 竹 　 博

　

今
年
も
富
士
山
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は
、

テ
ン
ト
泊
キ
ャ
ン
パ
ー
で
に
ぎ

わ
っ
て
い
る
。
２
０
１
５
年
に

漫
画
の
連
載
と
し
て
登
場
し
、

そ
の
描
写
の
リ
ア
ル
さ
に
驚
い

た
。
そ
の
後
ア
ニ
メ
化
、
実
写

ド
ラ
マ
化
を
経
て
知
名
度
が
上

が
っ
た
。
利
用
す
る
キ
ャ
ン
パ
ー

に
は「
ソ
ロ
」「
フ
ァ
ミ
リ
ー
」

「
キ
ャ
ン
プ
オ
フ
」と
い
う
も
の

ま
で
あ
る
。物
語
の
舞
台
を
訪
れ
、

登
場
人
物
と
同
じ
場
所
に
立
ち
、

時
を
過
ご
し
物
語
の
世
界
観
に

浸
る
、
フ
ァ
ン
は
そ
う
い
う
場

所
を「
聖
地
」と
呼
ぶ
ら
し
い
。

　

鎌
倉
市
の
江
ノ
電
鎌
倉
高
校

前
駅
の
踏
切
も
同
様
で「
ス
ラ
ム

ダ
ン
ク
」の
有
名
な
シ
ー
ン
の
舞

台
と
あ
っ
て
、
海
外
を
含
め
訪

問
者
が
後
を
絶
た
な
い
。
住
民

の
生
活
に
影
響
が
出
る
な
ど
社

会
問
題
化
し
て
い
る「
聖
地
」

で
も
あ
る
。

　

私
は
い
つ
か
、

聖
地
旅
行
を
し
た
い
と
思
っ
て

い
る
。
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
が

歩
ま
れ
た
跡
を
た
ど
り
た
い
。

エ
ル
サ
レ
ム
、
ガ
リ
ラ
ヤ
湖
、

ベ
ツ
レ
ヘ
ム
な
ど
そ
の
場
所
に

行
き
、
空
気
を
吸
い
、
聖
書
に

書
か
れ
て
い
る
世
界
観
を
、
そ
の

上
に
立
っ
て
感
じ
て
み
た
い
と
思

い
、
聖
書
巻
末
の
地
図
を
眺
め

て
い
る
。
こ
の
聖
地
訪
問
へ
の
あ

こ
が
れ
は
、
信
仰
に
基
づ
く
も
の

も
、
富
士
山
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
も
、
鎌
倉

高
校
前
も
、
自
ら
が
そ
の
世
界

観
に
浸
り
た

い
熱
い
思
い
は
共
通
な

の
だ
ろ
う
。

　

現
代
、
私
の
あ
こ
が
れ
る
聖

地
で
は
自
由
に
移
動
が
で
き
な

い
。
隣
町
の
ベ
ツ
レ
ヘ
ム
へ
移
動

す
る
の
に
イ
ス
ラ
エ
ル
か
ら
パ
レ

ス
チ
ナ
自
治
区
へ
の
検
問
所
が

あ
る
そ
う
だ
。
そ
し
て
今
、
聖

書
に
登
場
す
る
地
域
で
争
い
が

起
き
、
多
く
の
犠
牲
者
が
い
る
。

命
を
犠
牲
に
し
て
ま
で
戦
い
を

継
続
す
る
大
義
が
あ
る
の
だ
ろ

う
か
。

　

聖
書
に
は
過
ち
に
気
付
き
、

告
白
し
、
許
さ
れ
、
生
ま
れ
変

わ
る
な
ど
平
和
な
シ
ー
ン
が
い

く
つ
も
あ
る
。
キ
ャ
ン
プ
や
バ

ス
ケ
と
同
様
に
、
聖
地
で
は
平

和
な
世
界
観
に
自
分
を
映
し
こ

ん
で
浸
り
た
い
。
そ
の
現
場
は

戦
場
で
は
な
い
。

　

平
和
が
一
日
も
早
く
訪
れ
ま

す
よ
う
に
。

聖　地聖　地

横須賀YMCA運営委員会(岸宗克明運営委員長)
は、 4 月に核兵器廃絶運動に取り組むユー

スの高橋悠太氏 ( 一般社団法人かたわら代表理事 )
を招き勉強会を行った。この学びを地域でも行い、
平和を創る担い手の心を育もうと、10月21日に
横須賀市産業交流プラザの会場とオンラインにて

「平和を考える勉強会～核兵器禁止条約を知って
いますか～」( 同会主催 ) を開催した。30人 ( 会場
18人 ･ オンライン12人 )
が参加し、高橋氏から核
兵器禁止条約や被爆者の
苦しみ、核兵器原料産出
国の被爆者の苦しみなど
を知る機会となった。

ウクライナのユースと横浜市内のユースが交
流し、ウクライナと横浜の良いところを探求

しようと 9 月から横浜市・横浜市立大学・横浜市国
際交流協会・横浜YMCAが協働し活動している。11
月11日には ､｢ウクライナ･横浜ユース写真展 +トー
ク イ ベ ン ト �We love Yokohama as well as my 
hometown�」が行われ、横浜 YMCA
で働く 2 人のウクライナのユースが
日本に来た経緯や近況、将来につい
て語った。詳細はQRをご覧ください。

笑顔につながる小さな一歩
各地でバザーやフェスタを開催
会員・ボランティア・地域の団体と
国際・地域協力募金のために活動

▲多くの人が来場した「い～とつか祭り」
▲右下）運営ボランティアの子どもたち「北 Y 祭り」

▲ 鎌倉駅前 で 募 金 を 呼 び か け る
子どもたちとユースリーダー・
運営委員の皆さん



横 浜 青 年
横浜中央YMCA Tel 045-662-3721
横浜北YMCA Tel 045-433-4321
藤沢YMCA Tel 0466-26-1151
横須賀YMCA Tel 046-854-5126
川崎YMCA Tel 044-932-2031
厚木YMCA Tel 046-244-4181
鎌倉YMCA Tel 0467-24-7859
YMCA山手台センター Tel 045-813-1022
湘南とつかYMCA Tel 045-864-4768
金沢八景YMCA Tel 045-782-3003
YMCA東とつかセンター Tel 045-392-3747
大和YMCAライフサポートセンター Tel 046-264-3192

横浜YMCAワークサポートセンター アンジュ Tel 045-867-0090
横浜YMCAワークサポートセンター レザン Tel 045-860-5252
YMCAあつぎ保育園ホサナ Tel 046-222-8619
YMCA山手台保育園アルク Tel 045-813-1022
YMCAとつか保育園 Tel 045-870-3663

Y M C Aマナ保 育 園 Tel 045-790-3588
YMCAとつか乳児保育園 Tel 045-870-3235
YMCAつるみ保育園 Tel 045-500-5030
YMCAかわさき保育園 Tel 044-520-1825
YMCAいずみ保育園 Tel 045-800-3010

YMCA東とつか保育園 Tel 045-820-5588
YMCA東かながわ保育園 Tel 045-440-3763
YMCAたかつ保育園 Tel 044-281-7833
金沢八景YMCA保育園 Tel 045-353-5130
YMCAオベリン保育園 Tel 042-707-9974
大和YMCA保育園 Tel 046-214-3192
富士山YMCAグローバル・エコ・ヴィレッジ Tel 0544-54-1151
三浦YMCAグローバル・エコ・ヴィレッジ Tel 046-888-2100
鶴 見 中 央 Y M C A Tel 045-508-7800
YMCAライフサポートセンター鶴見 Tel 045-506-0131
本   部   事   務   局 Tel 045-662-3721横浜YMCA
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ウクライナコミュニティー「みどりクラブ」
コーヒーとケーキで交流

　11月 6 日に、「みどりクラブ」では、喫茶店「陽のあたる道」による
出前カフェが行われ、ウクライナの国旗の色をしたシフォンケーキと
自家焙煎のコーヒーを食しながら交流した。横浜つづきワイズメン＆ウィ
メンズクラブからは、手編みのマフラーや帽子が届けられ、参加者そ
れぞれが好みの色や形のマフラーや帽子を選んだ。また、共生のまち
づくりネットワークよこはまからは、横浜 YMCA も製
作に協力した「ウクライナ語版 わたしのおくすり手帳」
の使い方の説明があった。最後にウクライナのユー
ススタッフが平和月間について説明を行い、参加者
からメッセージが寄せられ、豊かな交流の日となった。

国際・地域協力募金受付中
　パレスチナ・イスラエルにおける人道
支援もこちらで受け付けています。詳細
はＱＲコードをご覧ください。

SDGs バザーやフェスタで一斉に取り組む
エシカル消費パヤオクラフトを紹介

　横浜 YMCA のSDGs 委員会では、各 YMCA で開催される国際・地域
協力募金のためのバザーやフェスタにて参加者とともにSDGsの目標
の達成に向けて取り組もうと、共通して掲示できるポスターを 2 種作
成した。一枚はエシカル消費としてタイのパヤオクラフトを購入する
ことが現地の女性や子どもたちの生活改善につながることを伝えるも
の（写真）、もう一枚はマイバッグ・マイボトル持参
の推奨とごみの持ち帰りまたは分別を徹底する内容
のものを作成した。11月に行われた各YMCAのバザー
で掲示し、それぞれの取り組みにつながった。

　日常的な消毒清掃、扉や窓の開放等の感染予防対
策を行っています。施設内におけるマスク着用は、
個人の判断を基本としますが、引き続きのご協力を
お願いします。各クラスやプログラム参加時は、そ
れぞれの留意事項に従い参加をお願いします。

ウイルス感染防止対策の取り組み

●新型コロナウイルスの感染・拡大防止のた
め、イベントを延期・中止させていただく場
合があります。（参加費は税込み）

レクチャー
■グローバルセミナー「ミャンマーの今を知る」
日　時：12月5日（火）午後6時～7時30分
内　容： 10月にボランティア活動のためヤン

ゴンを訪れた梅﨑利通さんから、現
地の様子を聞き、学ぶ機会とします。

会　場：オンライン（Zoom）
講　師：梅﨑利通氏
参加費：無料
申込み：QR コードからお申込みください。
■「発達障がい理解講座2023」
日　時　12月7日（木）午前10時～10時45分
会　場　藤沢 YMCA4階・オンライン（Zoom）
対　象　 保護者・支援者・発達障がいに関心

のある方
講　師　田沼美穂氏（特別支援教育士）
内　容　 「相談する」ことができる大人になる

ために
後　援　 藤沢市・横須賀市教育委員会、横須

賀市社会福祉協議会
協　力　横須賀基督教社会館、衣笠病院
参加費　無料
申込み　 QR コードのフォームにて

お申込みください。
問合せ　横須賀 YMCA  Tel 046-854-5126

■イングリッシュセミナー　
日　時　12月15日（金）午前10時～正午
会　場　鎌倉 YMCA・オンライン（Zoom）
テーマ　 My Happy Life Within Three Cultures
ゲスト　Nguyen Chi Le Phuong 氏
参加費　会員1,200円、一般1,500円
申込み　 kamakura_info@yokohamaymca.

org
問合せ　鎌倉 YMCA　Tel 0467-24-7859

キリスト教理解
■とつか聖書を学ぶ会　
日　時　12月14日（木）午前10時30分～
会　場　湘南とつか YMCA4階404教室
テーマ　聖書を楽しく学ぼう
講　師　堀野浩嗣氏（横浜戸塚バプテスト教会牧師）
参加費　無料
問合せ　湘南とつか YMCA　Tel045-864-4768
　　　　ymsports@yokohamaymca.org

イベント
■第51回 藤沢市民クリスマス
日　時　12月9日（土）午後3時～
会　場　カトリック藤沢教会
主　催　藤沢市内キリスト教連絡会
問合せ　事務局 藤沢 YMCA
　　　　Tel 0466-26-1151
〇教会でクリスマスをお祝いしてみませんか。

■ English Camp for Global Leadership
日　時　12月26日（火）～28日（木）
対　象　 中学2年～高校3年生（英検3級以上

目安）
会　場　東山荘（静岡県御殿場）
参加費　 参加費58,000円（会場までの交通費

は自己負担）
問合せ　横浜中央 YMCA 英語学校
　　　　Tel 045-641-5498
お申込みは（12月18日まで）QR コー
ドにて。
グローバルな課題を考え行動できる地球市民
の育成を目指すプログラムです。

子育て支援
■マイナンバーカード申請サポート会
日　時　 12月8日（金）～9日（土）午 前10時 ～

正午　午後1時～3時30分（両日）
会　場　中区地域子育て支援拠点のんびりんこ
問合せ　中区地域子育て支援拠点のんびりんこ
　　　　Tel 045-663-9715
持ち物　マイナンバーが分かるもの（通知カード等）
■プレママDay
日　時　12月26日（火）
　　　　午前10時30分～11時30分
会　場　金沢区地域子育て支援拠点とことこ
対　象　第1子妊娠中の方
内　容　タッチケア体験とおしゃべりタイム
問合せ　金沢区地域子育て支援拠点とことこ

　　　　Tel 045-780-3205

学校説明会
■ YMCA 健康福祉専門学校　
日　時　 12月9日（土）、23日（土）午前10時～

/* 午後2時～
内　容　 * 入試＆学校説明会・オープンキャ

ンパス（9日移乗介護体験・23日午
前 / 認知症予防コグニサイズ、午後
/ 入試＆学校説明会）

申込み　Tel 046-223-1441
詳　細　QR コードをご覧ください。
■横浜 YMCAスポーツ専門学校　
日　時　 12月2日（土）・3日（日）、午前10時～

/* 午後2時～
内　容　 * 学校・入試説明会　2日保育実技

体験、3日マリノスコーチレクチャー。
共に10時から開始します。

申込み　Tel 045-864-4990
詳　細　QR コードをご覧ください。
■横浜 YMCA 学院専門学校　
日　時　 12月16日（土）午前8時50分～10時30分
内　容　国際情報ビジネス科学校説明会
申込み　Tel 045-661-0080
詳細は HP または QR コードをご覧
ください。ご都合が合わない場合は
ご相談ください。
同日程午前11時～午後1時同学科入学試験を
実施します。

感
謝
を
込
め
て
木
製
手
づ
く
り
募
金
箱

人
と
人
と
の
調
和
の
大
切
さ
伝
え
た
い

矢
野　
　

勝

維
持
会
員

　

私
は
定
年
を
迎
え
た
時
、
現
役
時
代
に

取
得
し
て
お
い
た
資
格
・
免
許
を
活
か
せ

る
仕
事
は
な
い
か
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
相

談
し
ま
し
た
。
そ
の
時
、
温
水
プ
ー
ル
の

あ
る
会
館
管
理
の
仕
事
を
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。
私
は
現
役
の
時
、
あ
る
食
品
会
社
の

品
質
管
理
を
担
当
し
、
そ
の
中
に
は
水
処

理
に
関
わ
る
水
質
分
析
も
あ
り
、
そ
の
分

野
に
は
多
少
自
信
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

早
速
応
募
し
ま
し
た
。
そ
れ
が
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

と
の
出
会
い
で
す
。

　

当
時
の
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
総
主
事
は
、

山
根
誠
之
さ
ん
で
し
た
。
偶
然
で
す
が
、

山
根
さ
ん
と
は
蒔
田
教
会
の
教
友
で
、
良

く
存
じ
て
い
ま
し
た
。
あ
る
時
、
山
根
さ

ん
か
ら「
矢
野
さ
ん
が
北
Ｙ
に
居
て
く
れ

た
ら
安
心
で
す
」と
の
言
葉
を
い
た
だ
き
、

こ
の
期
待
を
裏
切
る
よ
う
な
こ
と
は
絶
対

し
な
い
と
心
に
誓
い
ま
し
た
。
初
め
て
横

浜
北
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
に
出
勤
し
た
時
に
、プ
ー

ル
の
壁
に
聖
書
の
中
の
象
徴
的
な
場
面
の

絵
が
描
か
れ
て
い
る
の
を
見
て
、さ
す
が
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
と
感
動
し
た
の
で
す
。
今
で
も
こ

の
絵
を
見
る
と
深
い
安
ら
ぎ
を
覚
え
ま
す
。

　

私
は
以
前
か
ら
仕
事
へ
の
姿
勢
と
し
て
、

郷
土
の
偉
人
で
あ
る
二
宮
金
次
郎（
尊
徳
）

翁
を
慕
い
、
そ
の
遺
訓
で
あ
る「
至
誠
勤

労
」を
心
の
糧
と
し
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
に
関
わ
っ
て
か
ら
は
、
そ
れ

だ
け
で
は
な

い
こ
と
を
感

じ
ま
し
た
。

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
に

は「
横
浜
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
の

キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
・
デ
ィ

ベ
ロ
プ
メ
ン

ト
」と
し
て

大
切
に
し
て

い
る
価
値
が

あ
り
、
老
若

男
女
大
勢
の
人
た
ち
の
交
わ
り
の
中
で
、

心
の
在
り
よ
う
を
大
事
に
し
、
人
と
人
と

の
調
和
の
大
切
さ
を
求
め
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
た
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
長
年
お
世
話
に
な
っ
て
い

る
北
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
に
、
何
か
記
念
に
な
る
品

物
を
贈
り
た
い
と
考
え
、
募
金
箱
２
個
を

自
宅
で
数
日
か
け
て
製
作
し
、昨
年
の
イ
ー

ス
タ
ー
に
感
謝
の
意
を
込
め
て
贈
呈
し
ま

し
た
。
工
夫
し
た
点
は
、
多
目
的
に
使
え

る
よ
う
に
表
題
を
付
け
替
え
で
き
る
よ
う

に
し
た
こ
と
、
も
う
一
つ
は
皆
さ
ん
に
訴

え
る
マ
ー
ク
を
付
け
よ
う
と
考
え
、
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
の
ロ
ゴ
が
浮
か
び
ま
し
た
。
次
に
募

金
と
い
う
行
い
の
基
は
心
だ
と
考
え
、ハ
ー

ト
マ
ー
ク
に
し
ま
し
た
。
こ
の
２
つ
の
募

金
箱
の
存
在
が
横
浜
中
央
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
に
知
ら
れ
、
９
月
に
行
わ
れ
た

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
フ
ェ
ス
タ
用
と
し
て
の

製
作
依
頼
が
届
き
ま
し
た
。
素
人

の
手
作
り
で
す
が
、
心
を
込
め
て

作
り
ま
し
た
。
横
浜
北
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

と
ほ
ぼ
同
じ
仕
様
と
工
法
で
す
。

皆
さ
ま
の
お
役
に
立
ち
、
か
わ
い

が
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
製
作
担
当

と
し
て
本
望
と
思
い
ま
す
。

▶デスクペン　一人ひとりのいのちが守られ、平和への歩みができますよう祈り続けます。困難な状況にある人が穏やかに過ごせる日が来るよう願い、共にクリスマスを迎えたいと思います。
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▲左）YMCA フェスタ前に募金箱を届けてくださった
▲ 右）矢野さん手作り募金箱を持ち募金を呼びかけ

た（2023年 9 月 YMCA フェスタにて）


